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ddY系雌マウスに偽手術 (Sham)あるいは卵巣摘出手術 (Ovx)を施した Sham群および Ovx
群に,グルコサミンおよびダルコ-潔 (GIG)を添加した飼料を摂取させ,血中の骨代謝マ-力-お
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変形性関節症では,関節軟骨 細 胞 外 基 質 が 異所石灰
化をすることが報告 されている9-ll)｡ 一 方,骨粗餐
症は,骨塩量の減少によって骨微細 構 造 の 破綻をきた
し骨強度が低下し骨折に対するリス ク が高まった全身
性疾患である12). 最近の報告において,巽所 石 灰 す転
と骨格発症は 相 関 が あ ることが示唆されている 13)
本研究は , 軟 骨 細 胞 の石灰化を抑制 したグルコサ
ミンが , 骨 代 謝 に 影 響 を与える可能性を明らかにす

































スクロー ス 98 98
コー ン油 70 70




グルコー ス 2 -
クルコサミン - 2





血清サンプ･'Lとして 使 用 時 まで- 20℃ で保存した.
血清rlのカ)Lシウム濃 度 は カ JL･シウムEtestWAⅠ(O

















結 果 は す べ て ,逢匹のマウスの平均値 ± 標準偏差
で 示 した 統 計 学的評価は,StatMate3ソフトウェ
ア (A管M S) を履いて,t検定を行い,p<0｡05を
有 意 と した.
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本飼育開始前と開始後における体重および体重増
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GkN群の4群間に有意な差がなかった (園瑠)｡








本実験で傍製 したOvx群は,Sham群 と比較 し
28日目 1 36.86± 1.56
体重増加量 7.97± 1.21
表 3 0vxおよびSham群の子宮重量
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GicN群はGIc群 と比較 して,海綿骨密度および全骨 骨粗餐症は,骨塩量の減少によって骨微細構造の破


















低下が骨吸 収 の 低下より優位になって骨董が減少する
疾患である 17)
本実験では,グルコサ ミンが正常マウスの骨密度に
与 える影響を検討 した. さらに,閉経後骨粗餐症モ
デルマウスを僅梨 し,グル コサ ミンがエス トロゲン













ンがエス トロゲン存 在 下 に お いて骨密度を増加 させる
可能性が示 唆 され た ｡ ま た ,本実験において血中の骨
代謝マ-め-であるカ)i,シウム,リン,マグネシウムヲ
ALP濃度はラグルコサ ミン摂取によって,有意忽差





本研究の結果,グルコサ ミンは軟 骨 の み な らず , 骨
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